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研 究 主題 設 定 の理 由

児童の実態把握を的確に生かした指導と評価の工夫

◇ 研 究 主 題 に つ い て

人 間 は 、本 来 人 間 と して よ りよ く生 きた い とい う願 い を も っ て い る。 この願 い の実 現 を

目指 して 生 き よ うとす る と こ ろ に道 徳 が成 り立 っ。 道 徳 教 育 とは 、 人 間が 本 来 もって い る

この よ うな願 いや よ りよい 生 き 方 を 求 め 実 践す る 人 間 の 育 成 を 目指 し、そ の 基盤 とな る道

徳 性 を養 う教 育活 動 で あ る。 道 徳 教 育 を充 実 させ 、子 ど も た ち の 心 を耕 して い く こ とは道

徳 性 を 高 めて い く上 で た い へ ん 重 要 な こ とで あ る。 そ して 、 そ の道 徳 性 の育 成 は計画 的 、

発 展 的 に 図 っ て い か な けれ ば な らな い。

そ こで 、 学校 教 育 全 体 で 取 り組 む 道 徳 教 育 の か な め と して あ る の が道 徳 の 時 間 で あ る。

道 徳 の 時 間 にお い て 、人 間 と して の在 り方 や 生 き方 の礎 と な る道 徳 的 な価 値 につ い て学 び 、

自覚 を 深 め、道 徳 的 実 践 力 を育 成 して い くの で あ る。 これ ま で に 、 道徳 の時 間 のね らい を

達 成 す る た めに 、 資 料 の 開 発 、 導入 の 工 夫 、 効 果 的 な発 問 等 の展 開 に お け る さま ざま な 工

夫 な ど指 導上 多 くの研 究 が な され て きて い る。

新 しい 教 育課 程 にお い て は 、指 導 と評 価 が 一 体 化 した 評 価 方 法 の 工 夫改 善 が 大 きな 課 題

と な っ て い る。 各 教 科 等 で は 、学 習 目標 の達成 状 況 を評 価 す る た め に 、指 導 した 結果 を判

断 す る も の さ し と して 評 価 規 準 を明 確 に し、 児 童 一 人 一 人 を 正 しく理解 し、そ れ を次 の指

導 の 改 善 に生 か す こ とに よ り、指 導 全 体 の質 を高 め よ う と して い る。 道徳 の時 間 に お い て

も 同 様 に指 導 に 生 かす 評 価 が重 要 で あ る こ とが 明 らか で あ る。 しか し、道 徳 の時 間 の評 価

は 、 各 教 科 等 とは質 の異 な る部 分 も あ り、数 値 な どに よ る 評 価 は 行 わ な い。 道 徳 の時 間 に

お い て の評 価 は 、 ね らい が 達 成 で きて い るか ど うか 児 童 の 変 化 ・変 容 を見取 る こ と と、指

導 法 の 適 切 さを判 断 す る こ と、 の2点 が 挙 げ られ る。 児 童 変 容 の 見 取 りとは 、人 間性 の評

価 で は な く、一 人 一 人 の 伸 び を評価 す る も ので あ る。 そ の た め に は 、 ね らい に応 じた児 童

の 実 態 把 握 を も とに指 導 を 工 夫 し、 そ の変 化 ・変 容 を しっ か りと評 価 す る こ とで あ る。 そ

して 、 そ れ に よ り児童 理解 を深 め た り次 の指 導 に生 か した り し、 よ り児 童 一 人一 人 に応 じ

た 授 業 の 展 開 が で き る よ うに した い と考 え た。 ま た、 こ の よ うな 指 導 と評価 の一 体 化 に よ

り、 共 感 的 な 児 童 理 解 が で き 、 授 業 改 善 につ なが る と考 え た。

以 上 の 理 由か ら、本 研 究 主題 「児 童 の実 態 把 握 を的 確 に 生 か した 指 導 と評 価 の工 夫 」 を

設 定 した。 さ らに 、以 下 の よ うに 各 分 科 会 の主 題 を設 定 し、 研 究 主 題 に迫 る こ と と した。

◇ 分 科 会 主 題

く 低 学 年 分 科 会 〉

気 付 い た こ とや 感 じた こ とか ら 、 一 人 一 人 の 思 い を深 め る指 導 と評 価 の 工 夫

思 い を深 める表現活動 を通 して

〈 中 学 年 分 科 会 〉

友 達 と のか か わ りの 中 で 、 互 い に認 め 合 う心 を 育 て る指 導 と評 価 の 工 夫

考 え を深 め広 げる話 し合 いを通 して

〈 高 学 年 分 科 会 〉

自 分 を 振 り返 り、 自他 を 大 切 に す る心 を育 て る 指 導 と評 価 の 工 夫

ワー クシー トの効果的 な活用 を通 して
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◇研究の概要
研究主題 児童の実態把握を的確に生か した指導と評価の工夫

目 指 す 児 童 像

気付いたこ とや感 じたことか

ら自分 の思い を深め、よりよ

く生活 しよ うとす る子 ども

互いのよさや違いを認め、よ り

よい 自分 に しよ うとす る子 ど

も

自分 を見っめなが ら自他 を大

切 に し、よりよく生 きてい こ

うとする子 ども

i i 1

分 科 会 主 題

気付いた ことや感 じたことか

ら一人一人の思い を深 める指

導 と評価 の工夫

友達 とのかかわりの中で、互い

に認 め合 う心を育て る指 導 と

評価 の工夫

自分 を振 り返 り、 自他を大切

にす る心を育てる指導 と評価

の工夫

ii 1

仮 説

多様な方法か ら児童 の実態 を

把握 し、その実態にあった指

導や友達 とのかかわ りを生か

す ことで、 目指す児童像 に迫

ることができる。

相手の考えを受け止め、自分の

考 えを深 めた り広げた りす る

話 し合いを重ねることで、目指

す児童像 に迫 ることができる。

さまざまなかかわ りの中で、

自分を振 り返 る活動 を意図的

に積み重ねることで、 目指す

児童像に迫 ることができる。

ii i

指 導e評 価 の 工 夫

一一n
「 「

質問など直接的な実態把握の活用 実態把握を指導に生かす工夫 ね らう価値にそった実態調査の

工夫と活用
LJ

・心に響く資料の選定や提示方法

・生活体験を生かした授業の展開

・思 い を表 現 しや す い発 問 や

・指導方法の工夫

麺 し合いの工夫
(実態把握 を生か し、話 し合い を支援)

・子 どもが じっ くり考 え られ る展開の

工夫(発 問の工夫 ・意図的 指名、資

料 の選 択等)

ワー クシー トの 工夫

・児童の思いを深める場の工夫

「 「

自己 評 価 の 工 夫 、 自己 評 価 の 工 夫 自 己 の 振 り返 り の 工 夫

(「心 の ノー ト」 を活 用 した見 取 り)(振 り返 りカー ド・「心の ノー ト」の活用)(質 問紙 ・振 り返 りカー ドの活用)
LJ

iiii

〔 言平価の鱗 の明確化}
i 11 1

i

検 証 授 業

i

総合的な評価[指 導計画 ・指導方法 ・児童の変化 ・変容]
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1気 付 いた こ とや感 じた ことか ら一人一人の思いを深 める指導 と評価 の工夫

思いを深める表現活動を通して(低 学年分科会)

1.分 科 会 主 題 設 定 の 理 由

(1)児 童 の実態 を踏まえて

低学年の時期 になる と、道徳性 の基本 である自分 で しな けれ ばならない ことができるよ うに

なって くる。他人 の立場を認 めた り、理解 した りす る能力 も徐 々に発達 して くる。 しか し、ま

だ幼児期 の自己中心性が残 ってお り、 自分 さえよければいい とい う態度 をとる児童 もいる。 他

の人の気持 ちを考 えて行動す るには、まず 、多 くの人 とかかわった り、い ろいろな体験をす る

こ とが大事 である。発達段階か ら見 ると、低学年児童 は、知的能力の発達や 学校 ・家庭 ・地域

等 におけ る生活体験 によって次第 に 自主性 が増 し、様 々なかかわ りを広 げてい く時期である。

ところが、近年 、宅地化等に伴 い、児童 の遊ぶ場所が限 られ てきた。 また、 ビデオやTVゲ

ー ムの普及によ り、遊びの内容 も変わってきた。 このよ うな児童 を取 り巻 く生活環境の変化か

ら、他者や 自然 とのかかわ りが希薄 になってきている。

他者や 自然 とのかかわ りが希薄になってきているものの、児童 は、様 々な体験 をしなが ら生

活 している。そ こで、それ らの体験 を授 業に生 か し、生 きることの尊 さに気付 いた り、美 しい

ものに感 じた り、他 の入を思いやった りす る心を育てたい と考 えた。 そ して、道徳 の時間の指

導 を通 して、児童 一人一人の道徳的価値の 自覚 を促 し、自立性 をは ぐくみなが ら、道徳性 の育

成 につなげたい と考 えた。

(2)目 指す児童 像に迫 るため に

低 学年 の児童に とっては、まず 自分 の思い をしっか りともっ こと、そ して、 自分 自身につい

て気付き理解 して考 えを深 めてい くことが大事 なのではないか と考えた。そ して、子 どもたち

が 日常の生活の中で気付 いた り感 じた りした ことを基に、授業の中で心に響 く資料にふれ、友

だ ちの様 々な考 えを聞 きなが ら、 自分の思いに気付 き、 「そ うだ ったんだ。」 「こ うい う考 えも

あ るんだ。」と道徳的価値に対す る自分の思 いを深 めていって ほ しい と考えた。気付き、感 じ、

深 めることなどを繰 り返 しなが ら、 自己を振 り返 り、 よりよく生活 しようとい う意欲をもって

い って ほ しい と思 った。

そ こで、「気付いた ことや感 じた ことか ら一 人一人の思いを深 める指導 と評価の工夫」 を分

科会 主題 とした。

本 分科会では、低学年児童 の発達段階 を考 えて、評価す る場 を限 らずに児童の実態や変化や

変容 を見取 り、指導 し、評価 に当た ってい くこととした。 また、 自分の思 いを表現 しやすい授

業 を展 開すれ ば、 自己評価や教 師の見取 りもでき、そ こか らまた新たな指導が進 められ るので

はな いかと考えた(指 導 と評価 の一体化)。 主題 に迫 るために、事前の質問紙 による実態調査

や 日記 ・作文 ・観 察 ・聞き取 りか ら児童 の実態を把握 し、一人一人の実態や学級 の実態 に応 じ

た指導 を行 うこととした。 実態 を踏まえ、心 に響 く資料 を選定 し提示の方法 を工夫 した り、思

い を表現 しやす く分か りやすい発 問や ワー クシー ト・自己評価な どを検討 ・工夫 した りしなが

ら研究 を進 めていくこ とに した。
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2.研 究 の構想

分 科 王 題

気 付 い た こ とや 感 じた こ とか ら一 人 一 人 の 思 い を 深 め る 指 導 と評 価 の 工 夫

思 いを深 める表現活 動を通 して

①多様な方法で見取る

工夫

② 日常の実態把握 を指導

に生かす工夫

① 資料 の選択 ・提示 の工夫

②思いを深める場や表現す

る活動の工夫

③実態把握 ・指導 と評価

の一体化

3.研 究 主 題 に 迫 る指 導 と評 価 の 工 夫

(1)実 態把握 の工夫 と活用

①多様な方法 で見取る工夫

・直接的 な聞 き取 り、質問紙、 日記、作文 、観 察、「心の ノー ト」 な ど、多様 な方法で児童

の実態を把握す る。

② 日常の実態把握 を指導に生かす工夫

・授業での様子だ けでな く、 日常の児童の姿か ら、ね らい とす る価値 に関す る実態 を取 り上

げ、本時での意図的な指名や個別指導 に生か し、道徳性 の育成につ なげる。
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(2)指 導方法の工夫

①資料の選択 ・提示 の工夫

・低学年 に親 しみやす い動物 などが主人公 となっている資料 を通 して、児童 の興味 ・関心 の

高 ま りにつなげる。

・文章の内容が どの児童 も分 か りやすいよ うに、資料 に応 じて紙芝居や切 り抜 き絵、読み開

かせな どを取 り入れ た資料提示 をする。

・BGMを 流す ことで、場の雰囲気に浸 ることができるよ うにす る。

②思いを深 める場や表現す る活動の工夫

・動物のお面 を付 けて動作化 を した り、役割演技を した りす るこ とで、登場人物の気持 ちを

深 く考え られ るようにす る。

・児童の思いを表現 しやすい発 問や ワー クシー トを工夫す る。

(3)評 価 の工夫

①評価の観 点の明確化

・評価の観 点を 「気付い てい る」 「感 じている」 「分か ってい る」「意欲 をもっている」 とし

て児童の変化 ・変容や心の状態 を見取 ることとした。本文会 では、いずれ か(複 数 でも)

の道徳性 について変化 ・変容 が見 られ ることを 「一人一人の思いの深ま り」 と考え、それ

を見取 り、事後 の活動 につなげていきたい と考 えた。

② 自己評価 を生かす 工夫

・児童 の心の変容や状態の見取 りについては、授業 中の発言や観察な どの他 に ワー クシー ト

に自己評価項 目(質 問紙)を 取 り入れ、選択式で記入で きるよ うに した。低学年では、 自

己評価は難 しい面 もあるが、まだ文章で 自分の思 いを十分に表現 しきれない実態 もあ り、

振 り返 りの場 において、比較的有効な方法ではないか と考えた。 ワー クシー トの記述内容

と合わせて、心の変化 ・変容や状態を見取る手立て とした。

③ 実態把握 ・指導 と評価の一体化

・「実態調査 ・把握 の集計表」(資 料P9参 照)を 基 に指導 と評価 の一体化 を図 り、事後 の

活動に生かす よ うにす る。

・事前の実態把握 を的確 に指導 と評価に生か しなが ら道徳性 を育てるとともに、 日常的な道

徳 的行為の育成につなげるために、次のペー ジのよ うな 「評価 の観点表」 を作成 した。本

時では、道徳的習慣や行為につ いての評価は行 えないが、事後 の手立て と して 日常的に励

ま しや賞賛をす ることで、望ま しい道徳的習慣 ・行為の育成 を図ってい きたいと考えた。
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〈評価 の観 点表 〉一 一 「わきだ したみ ず」(内 容項 目1-(2)勤 勉 ・努力)を 例 と して

・ねらい一一一自分がやろうと決めたことは、最後 までや り通そうとする態度 を育てる。

評価の観点 事前の見取り及び児童の 見取 りに対応 した指導の手だて 授業での見取り
実態(授 業中の様子) ・方法

●道徳的価値につ ○ 自分がやろうと決めた ○自分がや ろうと決 めた ことを ・事前調査

いて気付 いてい ことを最後までや り通 想起できる場を設ける。 ・ ワ ー ク シ ー ト

る すことの大切さに気付 ・事前調査 への記述内容
いて い る。 ・展 開後 段 「振 り返 り」 ・自己評価項 目

・友達の発言 ・発言

・自己評価

●道徳的価値につ ○ 自分でしっか りやるこ ○主人公の達成感から自分を振 ・ ワ ー ク シ ー ト

いて感 じて いる とは大切だと感 じてい り返 られるようにする。 への記述内容
る 。 ・事前調査 ・自己評価項 目

・展 開後段 「振 り返 り」
・自己評価

●物事の善 し悪し ○自分がやろうと決めた ○ 自分の判断について考え られ ・ワ ー ク シ ー ト

が分かって いる ことを続けることは、 るよ う にす る。 への記述内容
良いことだと思 う。 ・主人公の行動か ら ・自己評価項 目

○まだ、良いことだとい ・友達の発言 ・発言

う考えには至 らない。

●価値ある行為を ○自分がやろうと決めた ○勤勉に努力 し、さらに向上 し ・ワ ー ク シ ー ト

しようという意 ことを続 けて いこうと ようとす る気持 ちを育て る。 への記述内容
欲をもって いる する気持 ちをもつ。 ・主人公の行動か ら ・自己評価項 目

○向上心がまだ育ってい ・ワー クシー トへの 記述 ・後段の発言

な い 。 ・友達の発言

○方法 を自分で考え、や ○終末の学習で、実践意欲を高
り続 けようとする。 め る 。

◎日常的に望まし ○実践意欲を行動に表し ○励ま しや賞賛 をする。 ・日常の観察

い道徳的習慣 ・ て い る。 ・日常 生活 の 中で、 ・「心 の ノ ー ト」

行為が身に付い ○途中で くじけそ うにな ・「心 の ノー ト」 の活 用

ている る 。 ・作文や話 し合い活動

〈評価の観点の関係図〉

道 徳 の 時 間一
本時のねらい

一

〔 感じている:

/^

＼ 1

〔 意欲をもっている:
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4.実 践事例

(1)主 題名

(2)資 料名

(3)ね らい

(4)展 開

がんばる心(第1学 年1-(2)勤 勉 ・努力)

「わきだ したみず」

自分がやろうと決めたことは最後までや り通そ うとする態度を育てる。

学習活動 主な発問と児童の反応 ◆評価の観点 ・指導上の留意点

導

入

1、 池にいる生き物について話 し合 う。 ・児童の反応を引き出 しながら楽しい池を切 り抜き絵

池にはどんな生き物がいるでしょう。

により再現していくことで資料の内容へ方向づけて

いく。

・魚
、 メ ダ カ 、 ザ リガ ニ 、 コ イ 、 フ ナ 、

展

開

2、 資料 「わきだしたみず」を場面ごと

に捉えながら話し合 う。

・場面絵、切 り抜き絵を変えた り、カニを見せた りしなが

ら物語のイメージ化 を図 り、条件状況をお さえる。

1困 っている魚たちの將 を見て・喝 掴 まどんなことを考えて・鞭 しょう.

・さかなたちがかわいそうだな。
・なんとかたすけてあげたいな。

・ぽぐのちが らでかんンかL上 ろ

・池が渇水 し困っている魚たちを思い自分でできそ う

なことを考えるカニの気持ちを想像できるようにす

ろ

大きな石にぶつかった り、昼も夜も掘 り続けたカニはどんなことを考えているでしょう。

・もうだめだ、や めようかな。

・どうしよ うかな、 こまったな。
・ここでや めたらたいへんだな

。
・まわ りみ ちを してもがんばろ う。

・大きな岩を砕こうとする動作を反復していくことで、くじけそ

うになるカニの気持ちを想像できるようにする。(動作化)

◆自分がや ろ うと決 めたことを続 けるときの迷 う気持

ちに深 く共感 してい る。

池に水が流れ込んでいるのを見ているカニはどんな気持ちでしょう。

・がんばって よかった。
・よろこんで もらえて よかった。

・さかなたちがたすか るそ.o

・水が流れ込んでいく様子を場面絵、切 り抜き絵によ

り再現 し児童とともに感動を作 り出していく。

3、 今までの生活を振り返って話 し合い

手紙を書く。

◆自分がやろうと決めたことを続けていこうとする気

持ちをもつ。

カニさんのように目標に向かって最後までがんばったことはありますか。そのことを入れてカニさ

んにお手紙を書きま しょう。

・ピアノの練習を毎日がんばったよ。
・音読がんばってすらすら読めたよ

。

・ワークシートを使用

・自分の体験や気持ちを訴えるような内容になるよう

に助言する。

◆自分でしっかりやることは大切だと感 じている。

◆自分がやろうと決めたことを最後までや り通すこと

の大切 さに気付いている。

終

末

4、 教師の話 を聞 く。 ・これからの実践と自己評価へつなげる。

「こころの ノー ト」の 「がんばっているね」を見てお家の人 と考えてみて ください。

・「こころの ノー ト」pl6～p19の 活用 を呼びかける。

(5)評 価 カニの行動を通して、自分が決めたことは最後までやり通そ うとする態度が育ったか。
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◎実証授業の資料から

業風景 ・資料提示

動作化 を取 り入れ、主人公(か に)の気持 ちを

考 え、発表 し合いま した

児童の興味を引 くよ うに資料提示 は切 り抜

き絵を使いなが ら話 しま した。

児童のワークシー トか ら
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医態調査 ・把握の集計表

0

右側 には自分 ことを振 り返 りなが ら主人公に(か に)お 手紙 を番 きま した。 左側 は、

質問紙 と同 じ選択肢で、選んで色を塗 りま した。 資料 の主人公の絵 を使 いま した。

実 態掘 握(参 考例)

氏 名
実 態 把 握

(0観 襲 ・08記 ・◇ 蘭 き取 り・係 甘 轡 の 取 り奪且み
など}

自 己 評 価
ワークシー トの記 述か ら 見Uり ・ そのa★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆

7651321

1
口 て 響とうな管 え が 多 い が 係 活 瑚 は援 極 的 に 涌

彊 うて いる.
7 1 t たすけ てあ げてほルとうにた▽

かつた・りんどうようちえん の と9
りれ一 でいちば んだoた.7 4 t

3
◎ 掃 縣 で友f=ち とおしやべ りしない で 曇 楼 まで 涌
粥 る.

7 7 7 わたしは.お か あさん がかぜ をひ
いているときに おてつ だいをしてい
るよ

係 や 省 樹 の 仕 事 に
が ん ば って いる.

7 7 7

5
口 継 霞 自轡 や 鍋 除 当 誉 など の 活 勘 は 軍 じめ に
や つて い る.

t 4 7 あ いか わ らず まじめ
に 活 動 してい る.

4 7 7

io
⑨ ぼ くは.こ れ か ら黙 極 係 を聞 弧 り蜜す. 4 7 7 ぼ くは.う ち の ま まの お てつ だ

い をや つてる よ。

係 の 仕 事 をが ん13る
ように な った.

4 7 4

電5
◎ 係 の 撮 極 瀬 弧 る.。 掃 踪 を頑 弧 る.
◇ 轄 携 箱 聾 つてい る。

4 4 7 ぼ くは.さ ん す うの ぷ りん とを
が ん ば った よ.

硅婁 に係 の鮭事 や巻
霜 お仕Pに 歌リ岨むよ
うに なつた4 7 4

17
O学 較 の 瑚 強 を雌 張 る。
◇ や らなけ れ ば い けな い 仕 寧1ま 涌 張って い る●

7 7 7 わ た しは.お か あ さん の お てつ
だ いを いつ も や って い ます.7 7 7

so

◇駈 巾を髄oて 倉ていないため便8揃 隙は やっていな
い.0話 を団かない ので臼分 のやるべP二 とが 分
からず にでOgい ことが多い.

7

7

7

7

7

7
hそ うじをて つ だって いる ●

少 し▼ つ では あas修 躍
につ い てい けるよう1.GH
つ つ あ る.

訟 ∴'・ … ∫・… 二・'∫f・ ・"・'・ ∵ 害 ・・1《六・泣 ∵ ∵＼
犀'㌧ 一一づ』づ`『

、∫噛,.

トの 記 入 です 。

'・ .・=■=-・:一

自己評価は、質問紙の選択肢で選んだものを数宇化 しました。左側から7・6～2・1の 順です。

また上段は事前の質問紙の記入、下段は本時のワークシー
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5.研 究の成果 と今後の課題

(1)研 究 の成果

①実態把握の工夫 と活用

・日記や作文、観察、質問紙 、聞 き取 りなど、多様 な方法で児童 の実態 を把握 した ことによ

り、具体的な言葉かけや意図的指名に役立 ち、ね らい とする価値 に迫 る指導 と評価に生か

す ことがで きた。

・授業前 と授業の展開後段にお ける質問紙 による調査内容 を同 じに したことで
、内容項 目に

対す る心の変化や変容(状 態)が 見取 りやす くなった。

②指導方法の工夫

・低学年に身近な主人公(動 物 な どを擬人化 した もの)が 設定 され ている資料 を選択 した こ

とで、よ り興味 ・関心を高めるこ とができた。

・紙芝居や読み聞かせ 、切 り抜 き絵 などによる資料 の提示方法は、ね らい とす る価値への意

識付けを行 う上で有効で あった。

・動物のお面 を付 けて動作化 した り、役割演技 を した りした ことで、 より深 く登場人物の気

持ちを考 えることができ、振 り返 りの場 に生かす ことがで きた。

・価値に迫 る発問や表現 しやす いワー クシー トを工夫 したことに より、児童 の素直な心 の表

現につながった。

③ 評価 の工夫

・評価の観点 「気付 いてい る」 「感 じている」「分か ってい る」 「意欲 をもってい る」 を明確

に したことで、一人一人の思いの深 ま り(=変 化 ・変容)や 心の状態 を見取 りやす くなっ

た。

・ワー クシー トの中に選択肢による 自己評価項 目(質 問紙)を 入れ た ことで、文章で表現で

きない児童 にも、振 り返 りの場 として、一人一人の思 いを深め る手立て となった。同時に

事前 と学習後の心の変化 ・変容や状態 を見取 る上でも効果的な手法の一つ となった。

(2)今 後 の課題

・内容項 目に合致 した 自己評価項 目(質 問紙)の 言葉 を さらに吟味 してい く必要が ある。

・児童の自己評価 と教師の見取 りとの間にズ レが生 じる場合 もあ り、そのズ レをどの よ うに

と らえるかが課題であ る。

・低学年分科会では、評価の場 を学習展開の全場 面 として考 えたが、 どこかの場面に絞 った

方が良かったのか、検討 の余地 が残 る。

・児童一人一人の良い所を評価す るために評価の観 点を4っ 設 けたが、観点の言葉な ど妥 当

性 について は、今後研 究を深 めてい く必要 があ る。
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∬ 友達 とのか かわ りの 中で 、互 い に認 め合 う心 を育 て る指 導 と評価 の 工夫

一 考えを深め広げる話し合いを通して 一(中 学年分科会)

1.分 科 会 主 題 殴 定 の 理 由

中学年 の児童 の実態 を見る と、集団の規則や遊びのきま りの意義 を理解 し、主体的にかかわ

った り、 自分た ちできま りをっ く り守 ろ うとした りす るな ど自主性 が増 してきている。 また、

個性 を出 し、それ を伸 ば し始 めてい る。一方、周 りに少 しずっ 目を向け られ るよ うにな ってい

るものの、まだ 自己中心的な行動 をとる面 もある。 また、友達 とのかかわ りが十分でな く、 自

分 に自信 がもてず意見 をなかなか言 えない児童 もい る。

この時期 の人間形成 に、友達 とのかかわ りが大きな影響 を及ぼす ことを考 えると、学級集 団

の中で互 いに認 め合 う場 を作って いくことが大切である と考 える。人は 自分 を振 り返 り自分の

よさに気付いた り、 自分 とは違 う相手の よさに気付 いた りす るこ とで、相手 を共感的 に受 け止

め互いを認 め合 う心が育つ もので ある。 その一つの場 として、道徳 の時間にお ける話 し合いに

焦点 をあて研究 を進めることに した。

本部会 では、話 し合 う場 を意図的 ・計画的に取 り入れ た授業 を積み重ねるこ とで、相手の考

えを受け止 め、 自分の考 えを深 めた り広げた りす ることが、で きる と考えた。そ のこ とを実現

す るためには内容の視点2「 主 として他人 とのかかわ りに関す るこ と」に重点 を置い て指導を

進 めるこ とが適 していると考えた。その中で多様 な価値観 に気付かせ、互いに認 め合 う心 を育

ててい くこ とに した。

2.研 究の構想

研究主題 児童の実態把握 を的確 に生か した指導 と評価 の工夫

目指す児童像 互いのよさや違 いを認 め、よ りよい 自分に しよ うとする子 ども

分科会主題 友達 とのかかわ りの中で、互いに認 め合 う心 を育 てる指 導 と評価 の工夫

仮 説 相手の考えを受 け止め、 自分の考 えを深めた り広げた りす る話 し合いを

重ね ることで 目指す児童像 に迫 る ことができ る。

指導 ・評価 の工夫

実態把握 を

指導 に生かす工夫

①質問紙による調査の実施

・内容項 目2の 実態把握

・話 し合いの意識把握

・価値の 自覚にっいて

事前 ・本時の把握

② 日常 の観 察

③活用しやすい記録の工夫

2指 導方 法 の 工夫
一 話 し合 い の 工 夫 一

① 資料 の選 定

② 場 と方 法 の吟 味

1.役 割を決めて話し合 う

2.グ ループで話 し合 う

3.相 互指名 で話 し合 う

4.書 いてか ら話 し合 う

③ 話 し合いでの支援の観点の明確化

① ふ り返 りカ ー ド

・ワークシー トの記述 と

ふ り返 りの設問か ら

・「心のノー ト」の活用

② 評価の観点と観点に達す

るための手だての明確化

・評価の観点の関係図
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3.研 究 主 題 に 迫 る指 導 と評 価 の 工 夫 ・

(1)実 態把握 を指導に生かす 工夫(質 問紙調査の実施)

① 内容の視点(主 として他の人 とのかかわ りに関す ること)に ついて

② 学級での話 し合い活動 について

③ 道徳授業前の本時の内容項 目に関する調査

① 内容 の視点2(主 として他の人 とのかかわ りに関す ること)に ついて

質問8項 目を設 け、調査を した。調査 により学級全体や、児童一人一人の実態 を把握 した

後、継続的に調査をす るこ とで、変化や変容 を見取 ることがで きる。また、道徳資料選 定の

ための手がか りとす ることがで きる。

② 学級 での話 し合い活動について

レー ダー グ ラフにつ いて

(五角形 の外 枠=質 問項 目)

1… 「話 し合 うこ とは好 きか。」

2… 「発 言 をす るの は好 きか。」

3… 「発 言 をす る時 の気持 ち。」

4… 「意見 を聞 いて い るか。」

5… 「意 見 を聞い て よく分 か った

り、考 えが変 わ った り した こ とが ある か。」

項
目児 1 2 3 4 5

童
名

児
童
- 3 4 4 4 4

児
童
4 1 1 4 2 1

児 童 一 人 一 人 の 結 果 を レー ダー グ ラ フに 表 し記 録 す

る。 何 回 か 質 問 紙 調 査 を継 続 して 行 い 、 グ ラ フ に記 録

して い く こ とで 、 児 童 の 変 化 や 変 容 を見 取 る こ とが で

き る。

〔活用方法〕

・ 授 業におけ る意図的 指名に役 立てる。

・ 話 し合 いに よ り価 値を 自覚 させ るた めの手立て とす

る。

'互 いの よさや違い を認 め合 う活動 を促す 資料 とす る
。

[中学年児童214名 の調査]

し

%

な

2

意見を閉いてよくわかったり
考えが変わったりしたことがあるか

あまり

ない

12%
時籔る 讐
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③ 授業前 の本時の内容項 目に関する調査

・本時のね らい とす る内容 に沿った事前調査を行い実態 を把握す る。授業後、ワークシー トや事

後の質問紙調査か ら児童の様子 を見取ってい く。

(2)指 導方法 の工夫 一 話 し合いの工夫一 く実践事例 ユ,2に お ける検証から〉

① どのよ うな話 し合いが効果的か考 えなが ら資料 を選ぶ。

・心の葛藤 が捉 えやすい資料 、価値は同 じだが異な る行 為 と して表れている資料の ように、

二者 の立場 がはっき りしている資料は役割 を決めて話 し合 うと効果 的である。

※役割 を決 めて話 し合 うと効果的な資料の例

「なかよしだから3年 」「西川君のせい4年 」「絵はがきと切手4年 」

② 話 し合 う場 とその方法を考 える。

1隈 割 を決 めて話 し合 う1

実践事例2で は、中心発問の前 に二つの立場の思いを十分捉 えさせ るため第一の発 問で話

し合わせた。途 中役割 を交代することで兄 ・母それぞれの友達 を思 う気持ちを捉 えられ、中心

発問でひろ子の思いを深 く考えることができた。

21グ ループで話 し合 う1

分科会での実証授業(「 学校 の帰 り道」2-(2))で は、展開後段で親切に した経験をグル

ープで発表 し合 った
。全体の場ではなかなか発言できない児童 も、少人数では話す ことがで

き、その後 「グループの人の話 を他の人 に紹介 しよ う」では、多 くの児童が発言を していた。

どの部分で話 し合 うか、全体に どう広 めるかを考 えることが大切である。

3湘 互指名で話 し合 う1

実践事例1で は、第 二の発問で相互指名 を しなが ら話 し合 わせた。児童がよ り友達の話 を

身近 に感 じながら闘 くことができ、多様なまる子の気持 ちに気づ くこ とができた。

4iワ ー クシー トに書い て か ら話 し合 う1

実践事例1で は、中心発問でまる子の気持ちを書かせ るこ とによ り考 えさせ た。その後の

話 し合 いでは、意図的な指名 をす ることで友達を大切に して いこうとい うまる子 の気持 ちを

捉 え、ね らいに近づ くことができた。

③ 話 し合いでの支援の観点を明らかにする。

児童の実態 児童への支援

● 発言がない

・友達の発言 を聞いて、近い考 えを見つ けるよ う促す。
・考 えが あっても発言 できな い児 童には、少人数で話 し合 う機会

を作 り自信 を もたせ てい く。

● 自分の考えに

とどまってい る

・自分の考 えと比べなが ら聞 くよ う助言す る。
・多様 な発言 を板書 し、参考に させ る。

● 友達の考えを受けて

発言 している

・さ らに考 えが深 まる よう、話 し合い を開 きなが ら自分 の考 えを

ま とめ るよ う助言 す る。
・板 書全体 を見なが ら価値 についての考 えを深 めた り広 げた りで

き るよ うに、板 書 を工夫す る。
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(3)評 価 の 工 夫

① 児童 の変化や変容 を事前の質問紙 等の実態把握 と本時のワークシー トの記述 をもとに捉 え、

事後の指導に生かす。中学年分科会では、話 し合いへの意識 の変容を追 うために、ワー ク

シー トの最後に、 自己振 り返 りの設 問をっける。

② 評価 の観点、観点に達す るための手だてを明らかにす る。

〈評 価 の 観 点 表 〉 … 「絵 はがきと切手」内容2-(3)を 例 として

観 点 観点に達するための手だて

価値に気づいている ・登場人物 の気持 ちを十分話 し合わす ことがで きるようにす る。

・心か ら友達 を思い
、忠告 し合 う ・展開前段 の学習 を板書等でふ り返 り、 自分の心に響いた発言を思

ことは大切 だ と気 づ く。 い出 しながら書 くよう促す。

心情が高まっている ・登場人物の気持 ちを十分話 し合 うことができるよ うにす る。

・心 か ら友達 を思い、助け合い忠 ・友達の行動や気持 ちを受け止 めることができるよ うにす る。

告 し合 ってい こうと思 う。 ・具体的な行為を取 り上げて認 め、賞賛す る。

態度が育っている ・展開後段で具体的な場面の価値 ある行為を取 り上 げ、認 めていく。

・具体的な場 面 を想起 して、友遼 ・自分の体験 を思い出 させ、その時 のことを書 くことで価値 と体験

の こ とを思って助 けた り、忠告 し を結びつける。

た り しよ う とす る。

実践意欲が高まっている ・感動 を与える資料や考えさせ る資料 を使 い、登揚人物の気持 ちを

・学んだ ことを生か し、実践 しよ 十分話 し合 うことがで きるよ うにす る。

うと意欲を もつ。 ・友達や 教師の体験を闘き、その人の気持 ちや思いを捉えさせ る。

〈評価の観点の関係図〉

色 の枠 内

主として道徳の

時間で育成する

道徳的実践力に

かかわるもの
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4.実 践 事 例1〈 指導上の留意点◇00は 、研究主題 に迫 る工夫(1)(2)(3)項 目を表 す〉

(1)主 題 名 友 達 の よ さ(第3学 年 内容2-(3)信 頼 ・友情)

(2)資 料名 「たまちゃん大好 き」

(3)ね らい 友達 と互いに理解 し、信頼 して助け合お うとする心情 を育てる。

(4)展 開

学習活動 主な発問と児童の反応 ◆評価の観点 ◇指導上の留意点
1友 達 について思い出す。

導 友達 とけんか した時のことを思い出 してみま しょう。その時 どんな気持 ちで したか。

入 ・遊び の ことで けんか した。 なかなお
◇ 観察 ・アンケー トをもとに、具体場面を捉 え

りで きて よか った。 て お く。

2資 料 を視聴 し、話 し合 う。 ◇ 映像 と読み を工夫 し、資料に引き込む。

たまちゃんが神社 に来なかった時、まる子は どんな気持ちだったで しょう。

・早 く来 ない かな。
・遅 いな。何 で来ないのかな。
・約束 したの に うそつき。 大嫌 い。

ε講靴鋸 議護酵脇魏 勧かるよ
うな板書 を工夫す る。

ま る子 は、 「はっ」 と した とき、 どん な気 持 ちに な ったで しょ う。

展 ・ひ どい こ と言 っち ゃった。 たまち ゃ ◇たまちゃんに対するまる子の思いを自分な りに
んの気持ちを考えればよかった。 考 えてい るか。

・きっ とた ま ちゃん も留守番 しなが ら

私の こ と考 えていたのか な。
・大好 きなのに、 あん なふ うに言 っち

0相 互指名 を しなが ら話 し合 うことで、多様 な
まる子の気持ちに気づかせ る。

やって ごめんね。
・あやま って、カ プセル を探 そ う。

土手でたまちゃんにだきつ いたまる子 は、 どんな気持 ちだ ったで しょう。

・ごめんね。 自分 のこ とばか りでたま ◆これか らも友達を大切 にしていこ うとい うまる
ちゃの こと考 えなか った。 子の気持 ちに共感 しているか。

・仲 直 りできて 良か った。 これ か らも

友 達でい よ うね。
0ワ ー クシー トに書 くことでまる子の気持 ちをじ

っく り考えさせ る。(価 値の自覚の見取 り)
・たま ちゃんや さしいね。 たまち ゃん

大好 きず っ とず っ と友達でい よ うね

席用紙に記録 しなが ら机問指導 をし、助言

鰭 る.ま た、それを意図的指名に生か丸

0友 達の発言 を自分の考 えと比べなが ら闘くよ
うに促 す。

開 3自 分を振 り返 り友達のよさを考え
る 。

「友 達 が いて よか った。」 と思 った の は、 どん な ときです か。

・病 気 で 休ん で いた とき、 友達 が 見舞 ◇友達の発言 を聞き、経験の多様性 に気づいた
い に来 て くれて うれ しか った。 か 。

・困 っている とき、優 しく声 をか けて

心配 して くれた。
・けんかで仲直 りで きなか った時 、友

常の観察の中か ら事例 を用意す る。

雛 響 撒 友達の良さや大切さを
達 の方 か ら謝って くれた。

終 4教 師の説話 を聞 く。 ◇互 いに信 じて待 って いた こ とが 、そ の後 、 よ り

末 信頼を深めることになった体験を語 る。
◇助 け合お うとす る気持ちが高 まったか。

(5)評 価
・友達の発言を聞いて 自分 の考えを深 めた り、広げた りできたか。
・友達のこ とを考え、助 け合お うとす る気持ちが高まったか。
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実践事例2〈 指導上の留意点◇00は 、研究主題に迫 る工夫(1)(2)(3)項 目を表す〉

(1)主 題名 信頼のきずな(第4学 年 内容2-(3)信 頼 ・友情)

(2)資 料名 「絵はがき と切手」

(3)ね らい 友達 を信頼 し、真心 をもって友達を大切 に しよ うとす る心を育てる。

(4)展 開

学習活動 主な発問と児童の反応 ◆評価の観点 ◇指導上の留意点
1郵 便物 の大きさと料金 のちがいに
つ い て知 る。

導
定形外郵便物を知っていますか。

入
・料金が ちが うなんて初めて知った

。 ◇実物を提示 し、学習に興味をもつよ うにす る。

2資 料 を聞 いて 、話 し合 う。 ◇場面絵を使 い、間を取 りなが らゆっくり聞かせ
るこ とで、資 料へ の理 解 を深 め る。

兄 と母はどんな思いでひ ろ子に言ったのでしょ う。

〈兄 〉
◇ 役割を決めて話 し合 わせ ることにより、兄 と

・正子は気づいていないのだか ら、教 母の気持 ちをつかませ る。
え るのが 当然。

・間違 って い る ときは、 は っき り言 っ ◇友達の発言を聞き 自分の考 えを深めているか。
展 てや ろ う。

・正 子 な らわか って くれ る。 ◇O話 し合 うことで、自分の考えを深められ る
〈母 〉 よ う、「話 し合い で の観 点」に従 って支援す る。
・教 えた ら正 子が 傷 つ く

。 〈3,研 究主題 に迫 る指導の工夫 参照 〉
・正 子 の思 いや りを大 切 に した い。

「や っ ぱ り知 らせ よ う。」 と思 ったひ ろ子 は どんな気持 ちで しょ う。

開
・友だちだか らこそ教 えてあげたい

。 ◇正子のことを考えたひろ子の気持ちが理解でき
・き っ と分 か って くれ る と思 うので 、 た か 。

教 えてあげたい。 ◇前の話 し合いを振 り返 りなが ら考えるよう促す
・言 って あげ るのは正 子 の ため。 ◇正子の ことを思って、真心をもって接 しよ うと
・他の人 にも同 じ事を して しま うか も しているひろ子の気持 ちを十分 とらえるよ う、

しれ ない か ら、教 えて あ げ よ う。 言葉を添 える。

3自 分 を振 り返 って考 え る。

友達のことを思って忠告 した り、忠告 してもらったことはあ りますか。その時、どんな
気持 ちで したか。

・野球の時よけないでいいよと言 っ ◆ 体験 を振 り返 り、 自分のこととして考 えるこ
た。(う ま くなっ てほ しい) とが で きた か。

・うそ を言 わ ないで ほ しい と言 っ た。 ◇ 日常の観察の中から具体的場面を捉えて発言
(人を傷つけないでほ しい) を促 した り、実態把握 から好ま しい例 を紹介
に来て くれ て うれ しか っ た。 する。(座 席表活用)

・困 っ ている とき、優 しく声 をか けて ◇ ワー クシー トに 自分 の考 え を書 くこ とで 、友
心 配 して くれ た。 達を大切 にす ることについて じっくり考えさ

・けんかで仲直 りできなかった時、友 せ る 。

達の方から謝ってくれた。 0ワ ークシー トか ら、道徳的価値の自覚の深ま
4「 友達を大切にす る」 ことにつ いて りを見 取 る。

考 え、 ワー クシー トに書 く。 〈3.研 究主題に迫 る指導 の工夫 参照 〉

終 4教 師の説話を聞 く。 ◇忠告 してもらってよかったと思えた体験 を語
末 る 。

(5)評 価
・友達の発言を聞いて 自分の考 えを深めることができたか

。
・友達のことを考え、真心を持 って接 しようとする気持 ちが高まったか。
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5.研 究 の 成 果 と今 後 の課 題

(1)研 究の成果

① 実態調査を指導に生かす工夫

・内容の視点2に っいて児童 の実態 を調査することによ り、児童の価値への自覚や経験 を捉 えるこ

とができ実態 に合った資料を選ぶ ことができた。 また、調査を継続 して行 うこ とにより、指導に

よる児童一人一人の変容 を見取 ることができ、指導方法の改善に生かす ことがで きた。

・話 し合 いに関す る実態把握 を行 うことで、意図的指名 をよ り効果的 に行 うことができた。 また、

調査 を継続的 に行 うことにより、友達 の考えを受け止めた り、 自分の考えを深 めた り広げた りす

る意識 を育てることができた。

・授業前 に本時のね らい とす る内容に関す る調査を行い実態 を把握す ることによ り
、授業の中で意

識的な机 間指導や指名を行 うことができた。 また、授業後 のワークシー トや事後の質問紙に よる

調査 との比較に より児童の変容 を見取ることができ、次の指導に生かす ことができた。

② 指導方法の工夫

・児童の実態や資料 に応 じて、話 し合 いの方法 を4つ の形態で考 えるとともに、話 し合いでの児童

の実態の捉 え方 と支援 の観点を明 らかに した。そのことによって、授業 における話 し合いが徐々

に効果的に行われ るよ うになって きた。児童 はこのよ うな話 し合い を通 して、友達の考 えを しっ

か り受け止め、 自分の考えを深めた り広げた りす る力を徐々に身 にっ けられるよ うになってきた。

私たち中学年分科会は、児童が、 自分 も友達 もそれぞれ によさや違い をもってお り、一人一人が

かけがえのない存在であることを理解す るとともに、 より高い価値に向かって進んでいけること

を目指 してきたが、話 し合いの工夫はそのことに大 きく寄与することができたと考えている。

③ 評価の工夫

・ワークシー トに、学習 に対す る意欲や話 し合いに対す る姿勢 ・価値への 自覚 な ど、 自己を振 り返

る設問を作ることによ り、児童が自分の変化や変容 を意識できるよ うになった。

・評価 の観点を明 らかにするこ とによ り、質問紙による調査で捉 えた児童一人一人の実態をよ り詳

しく把握することができた。 また、それぞれの観点は単に段階的に進 むものでな く、常にそれぞ

れの観点の間 を行 き来 しなが ら高まってい くものであることがわかった。また、評価 は指導後の

新たな課題 をっかむことであると捉えることができるようになった。

(2)今 後の課題

・中学年 では、児童の実態 などか ら内容項 目の2に っ いて研 究を進 めたが、他の内容項 目を取 り上

げた場合の実態把握の方法は どのよ うなものになるか さらに考える必要がある。

・評価の観点や観 点に達す るための手だては示すことができたが、それ をそれぞれの児童に応 じた

見取 りと関係づ ける方法 もこれ からの課題 である。
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皿 自分 を振 り返 り、自他を大切にする心を育てる指導と評価の工夫

(高学年分科会)

1.分 科 会 主 題 設 定 の理 由

高学年 になると、他者の行為だけでな く、自分 自身の行為の善悪 を客観的 に判断できるよ うにな

る。また、その行為のもとにある心情 も理解で きるようになる。自分 を振 り返ることは、この時期

の児童 にとって、道徳的な価値の自覚を深めるために効果的であると考える。

児童が、自分 を振 り返 ることは、自分の ことだけでなく、他者や 自分を取 り巻 く環境 ・社会の存

在 を考 えることと切っても切 り離せない密接 な関係がある。自分 を振 り返 ることは、同時に他者や

環境 ・社会 とのかかわ り方をも振 り返 ることであり、その際 に培 われ る自分を大切にしようと思 う

心は、他者の存在や環境 ・社会 をも大切に しよ うとす る心につながっていく。自分を振 り返 ること

を繰 り返す ことによ り、 自他を大切に しようとする心がはぐくまれてい くのではないだろうか。

そ こで、本分科会は、研究主題 として 「自分を振 り返 り、自他 を大切にする心を育てる指導 と評

価 の工夫」を設定 した。ここでの 「自他」の 駒 」 とは 自分 自身 のことであり、「他」 とは、「他

者」 とい う意味合い以外に自分を取 り巻 く自然環境や社会集団 とい う意味合いまで幅広 くとらえて

い る。

研究 を進めるにあたっては、指導 と評価の一体化 を念頭 におき、児童の実態の把握の仕方、評価

の方法 と観点に重点を置 くこととした。

また、研究の深ま りが評価できるよ う道徳の時間のね らいを3-(2)生 命尊重に しぼ り、研究

を進 めることとした。

2.研 究の構想

冗王題 L里 の3.L'巴 蜀 こ 〉 こ
一十
Pの 工

〈目指す児童像 〉

自分 を見 つ め なが ら 自他 を大 切 に し、 よ りよ く生 きて い こ うとす る子 ども

〈高学年分科会主題〉

自他 を大 切 に す る心 を育 て る指 導 と評 価 の工 夫

〈研究仮説〉
さまざまなかかわ りの中で、 自分 を振 り返る活動 を意図的に積み重ね ることで、
目指す児童像に迫 ることができる。

○ね らう価値にそった

蠕 融の工 と'

〈指導 ・評価の工夫〉

○評価の観 点の明確化 ○ 自己の振 り返 りの工夫

①内容項目3・(2)生命尊重に関
する実態把握

②実態に合わせた発問の工夫
と精選

③実態調査をもとにした意図

的指名

観点
① 気付いている
② 深 まっている
③ 広 がっている
④ 意欲をもっている

①実態調査に呼応 した展開後段
の発問での振 り返り

②展開後段での「自分へのメッセ
ージ」
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3.研 究 主 題 に 迫 る 指 導 と評 価 の 工 夫

本 研 究主題 「児 童の実 態把握 を的確 に生 か した指 導 と評価 の 工夫」 にお いて高 学年分

科 会 では 、まず 、「児 童 の実態把 握」につ いて何 を どの よ うな方 法で把 握す る こ とが適切

な の か を話 し合 った。そ して 、道徳 の授業 にお け る児 童の 実態把握 に大切 な こ とは、ね

らい とす る内容項 目に対 して 、現在 の児童 の心 の状態 が ど うあるのか を捉 える こ とが 重

要 で あ ると考 えた。 そ こで実態 把握 をす る方法 として質 問紙 に よる調 査 を行 い、 そ の回

答が どの評 価 の観 点に 当た るのか分析 した ことを 「児童 の実 態」 と捉 え る こ とと した。

これ は実態 一指導 一評価(実 態)と い う授 業を組 み立 て るた めの重要 な一連 の 流れ か ら

考 えた結論 で ある。

(1)ね らう価 値にそ った実 態調査 の工 夫と活用

(1)

(2)

(3)

内容 項 目3-(2)生 命 尊重 に関す る実 態把 握

実態 に合 わせ た発 問 の工夫 と精選

実態調 査 を もとに した指 導 の工夫

① 内容項 目3-(2)生 命 尊重 に関す る実態把 握 につ いて

一 時間 の授業 で の児 童 の変化や 変容 を見 取る ため に事 前 に行 った実 態調査 の 記述 に よ

り児童 の実態 を把 握 してお く。 実態調 査の 内容 と して 『命 につ いて ど う思 い ます か』 な

どの質 問を し、端的 な児童 の思 い を記述 す る。

実態調査 の 結果や 日常生 活上 の様 子 な どか ら児童 一人一 人 を評価 の観 点 に も とつ い て

どの状態 に あ るか を判 断 してお く。

〈実態調 査 の結 果(例)〉

児童 命 にっ いて思 うこ と 麩

1
命 は大切 だ と思 う

0

2
自分 の命 は 自分だ けの もので はな く、家 族 に

とって もか けが えのない ものだ と思 う。
0

S S S

① …気 付 いて い る

② …深 ま ってい る

③ … 広が ってい る

④ … 意欲 を もっ てい る

*観 点 は、段 階 を表 して

い るので はな く、 そ の

時 の児童 の心 の状 態 を

表 して い る もの とす る。

② 実態 に合 わせ た発 問の工夫 と精選 について

実態調査 の結 果 か ら、中心発 問 での児童 の心情 の深 ま りを促 す た めに資 料 の どの部分

を中心発 問 とす るかを検討 す る。 また、 じっ く りと考 えた り思 いを深 めた りす る時間 を

確保 す るた め に発 問の精選 を行 う。そ の時 々に応 じて補 助的発 問 も行 う。

③ 実態調 査 を もとに した指導 の工夫

実態 調査 で把 握 した こ とをも とに、机 間 指導 、意 図的 な指名 、切 り返 し等 を行 う。
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(2)評 価の観点の明確化

道徳的な価値の 自覚 の深 ま りをっ かむ手立て として、事前の実態調査 と授業時の展開後

段で記述 した ワークシー トを比較す ることによ り、児童の変化や 変容 を見取るてがか りと

す ることができる。評価の観点に照 らして児童が価値に対 してどのよ うに自覚 しているか

を判 断することにより、児童 の発 言に応 じた指導や、意図的指名 、切 り返 しの発問を行 う

ことが効果的 にできる。

質問紙 やワーク シー トにおける児童 の変化や変容 の見 取 り

*観 点は児童の心の状態であ り、

常に揺れ動いて行 きつ戻 りつ

してい るもの と考える。

道 徳 的 実 践
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評価の観点と内容項目3-(2)に おける児童の意識の例

観点 具体的な児童の意識 指 導

気付いている (漠然 と)命 は大切だ と思 う。 ・「命 はかけが えのない ものだ。 大切 な

ものだ」とい うことを資料での展開 を

板書等で振 り返 り、感 じられ るよ うに

す る。

深まっている 飼 っている動物が死んでしまった

時、 どんなに悲 しんでも命は戻 って

こないかけがえのないものだ と思っ

た。

・自分 とのかかわ りの中での具体的な体

験 を想起 させ、 「命 はかけが えのない

ものだ」とい う価値 と体験 を結びつけ

て感得で きるようにす る。

広がっている ・自分の命は 自分だけのものではな

く、家族に とってもかけがえのな

い ものだ。(死 の重 さと誕生 の喜

び)
・自分の命だけでな く他人の命 も同

じよ うにかけがえのないものだ と

思 う。

(自他を含めたいろいろな命)
・生きているか らこそいろいろな体

験ができる。生 きていることは素

晴 らしい。(生 きてい るこ との尊

さ)

・死の重 さだけでな く、誕生の喜びか ら

も命 がか けがえの ない もの である こ

とを捉 えることがで きるよ うにす る。
・自分の命 も他者の命 も生 きている全て

の ものの命 も同 じよ うに大切 なもの

で あ るこ とを捉 え るこ とがで きるよ

うにする。
・生 きていることの素晴 らしさを体験を

想起 させ る ことで捉 える こ とができ

るよ うにす る。

意欲をもっている ・自分 だ けで な く、他 の人 の命 も大

切 に してい きたい。

・命 を大切に したいとい う思いを共感的

に受け止め、具体的にどんなこ とをし

たいか、投 げかける。

(3)自 己の振 り返 りの工夫

(1)実 態調査に呼応 した展開後段の発 問での振 り返 り

(2)展 開後段での 「自分へのメッセージ」 1
① 実態調査に呼応 した展開後段 の発問での振 り返 りについて

展開後段で児童 自身が 自己評価できるワークシー ト(振り返 りカー ド)を使用 し、実態調査

時の質問内容 と同 じ内容で記述することで児童 自身による自己評価ができる。

② 展開後段での 「自分へのメッセージ」について

展開後段で授業前の 自分 に対 して伝 えたいこ とを 自分への メッセージ として記述す るこ

とにより、児童 自身が一時間の授業での 自己の変化や変容 を自覚 し、 どのよ うな ことを学

んだのか 自己評価できるよ うに した。(「振 り返 りカー ド」 と 「自分へのメ ッセージ」は、

同時には使用 しない。)

(4)評 価の工夫

道徳的な価値の 自覚の深 ま りを知 る手だて として、事前の実態調査 と授業時の展 開後段

で記述 した ワー クシー トを比較す ることによ り、児童の変化や変容 を見取 るてがか りとす

ることがで きる。評価の観点に照 らして児童が価値 に対 して どの ように 自覚 しているかを

判断することにより、児童 の反応に応 じた指導や、意図的指名 、切 り返 しの発問を行 うこ

とが効果的にできる。
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4,実 践 事 例1

(1)主 題名 かえ らぬ命(第6学 年3一 ②生命尊重)

(2)資 料名 「しゃぼん玉」

(3)ね らい 生命はかけが えのないものであるこ とに気づき、生命 を大切 に しよ うとす る

心情 を育てる。

(4)展 開

学習活動 主な発問と児童の反応 ◆評価 の観点 ・指導上の留意点

導

入

1、 「しゃぼ ん玉 」 の歌 を聴 く。 ・学 ぼ うとす る構えができるよ うに資

1こ の歌につ いて知っています か。1料 を提示 し、視聴覚 教材 を使用す る。

展

開 i

2,資 料 「しゃ ぼん 玉」 を読 ん で 、話 し合 う。

1雨 情はどんな ことを思いなが ら、 しゃぼんだまを買ったので しょ うか。1
・子 供 は元気 だ ろ うか。

・早 く会 い た い。 ・何 をお み や げ に しよ う。

・父親 の子 どもに対す る愛情の深 さが

十分考 え られ る よ うに教師が朗読す

る。

[死んで しまった くまおを見つ めなが ら、雨情 は どんな ことを思ったので しょう。1
・ど う して 死 ん で しま った のか。

・で きる こ とな ら 目を開 けて くれ 。

・生 きてい る 間 に もっ とた くさん遊 ん で あげ

れ ば よか っ た。

・発 問カー ドと場面絵 を掲示す る。

・雨情の息子 を失った悲 しみが十分

考え られ るよ うにす る。

雨情は、この詩にどんな思いをこめましたカ㌔1

・屋根まで とんでい けるよ うに元気 に大き く

なってほ しかった。

・いつまでも息子のことを忘れないよ うに歌

にその思い を込めた。

・息子の命 を しゃぼん玉 にた とえている。

・発問カー ドを提示す る。

◆雨情 の この詩 に込めた思いを感 じる

ことができたか。

◆友 達の多様 な考 え方 に気づ くことが

で きたか。

3,自 分 自身 を振 り返 り、生命 に つ いて 考 え る。

資料 での話 し合いを通 して、命についてあ らためて思 うこ と、感 じた ことを書 き

ま しょ う。

・一人 が死 んだ ら、み ん な が 悲 しむ。

・お 金 で買 え ない た った 一 つ の もの だ か ら、

大切 に しな けれ ば いけ な い。

・命 は た くさん あ るけれ ど一 っ一 っ が大 切

だ と思 った。

・ワークシー トを活用す る
。

・事前の質 問紙 を補助 的に活用す る。

◆事前 に書 いた質問紙 と比べ て、授 業

を通 して 自分の考 えが どのよ うに変

化や 変容 したか 自覚 で きたか。(自

己評価 を生か した評価)

終

末

4,教 師 の話 を聞 く。 ・児童 の発言 を受 け、投 げかけで終わ

る。

(5)評 価

・生命を大切に しよ うとする心情が高まったか。
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実 践 事 例2

(1)主 題名
(2)資 料名

(3)ね らい

生きることのすば ら しさ(第5学 年3一 ② 生命 尊重)
「お母 さんへ」

生命のかけがえのな さを知 り、大切 に しよ うとす る心情 を育て る。

(4)展 開

学習活動 主な発問と児童の反応 ◆評価 の観点 ・指導上の留意点

導 1.資 料 につ いて の簡 単 な説 明 を聞 く。 ・ね らい とす る価値へ の方 向付 けをす る。

入
2.資 料 を視 聴 し、話 し合 う。 ・BGMを 使 い、教師が朗読す るこ とで資料

に充分浸れ るよ うにす る。

1こ の作文 を読 んで、佐江子 さんの どんな ところが心に残 っていますか。1
● 「手術 がんば ろ うね」か ら希望 を感 じ、 ・佐江子 さんの生 き方か ら、 さ らに心情へと

どうして も生 きたい とい う気持 ち。 せ まれ るよ うに、次の補助発問 をす る。
・明 る く前 向 き に頑 張 ろ うと してい る。
・お母 さんなんか私の気持ち分かっていな

い と言 って たが 、あ りが たみ が わ か っ た。

手術 の三 日前に、佐江子 さんは 「お母 さんへ」の手紙 を どんな気 持ちで書いたので

し よ う 。

展 ・お 母 さん 、今 まで あ りが と う。
・佐江子 さんの複雑な心境 を共感的 に理解 で

・手術は恐いけれ ど、お母 さんが一緒だか きるよ うに し、更に常に希望 を持 ち続けた

ら頑 張 る よ。 生き方 にっいて感得できるよ うにす る。
・治 った らた くさん 親孝 行 した い。

1手 術室へ向か う佐江子 さんは、 どんな気持 ちだったので しょう。
・も しか した ら、死 ん で しま うか も しれ な ・お母 さんに心配か けまい として 、強い姿勢
い。 で も命 の限 り頑 張 る よ。 を見せ てはいた が、本 当は手術 が とても不

・絶対 に手術 は成功する と信 じているよ。 安な佐江子 さん の心境 に共感で きるよ うに
・私 も元気 にみんな と同 じ生活ができるよ す る 。

うに な りた い か ら、恐 い け ど頑 張 る。 ・評価 の観点が 「広が っている」 の実態だっ

・私 も頑 張 るか らお 母 さん も頑 張 っ て。 た児童 を意図的 に指名 し、「気付 いてい る」
・私 は 大丈 夫 だ か らね。 や 「深 まっている」の児童に対 して価値へ

開 ・治 って か らの楽 しい こ とを考 え て い る。 の 自覚 を促す。
・本 当は ダ メか も しれ な い。 ◆佐 江子 さんの気持 ちに共感す る ことができ

た か。

◆友達の多様 な考 え方 に気付 くことができた
か

3.自 分 の生 活 を振 り返 り、命 に っ い て考 ・自分 の生 活 を振 り返 る こ とが ス ム ー ズ にで

え る 。 きるよ う実態調査の結果につ いて話す。

今 、 自分が 「生きていること」 にっいてど う考えるか、授業 を受 ける前 の 自分にメ
ッセ ー ジを書 きま し ょ う。

● いっかは 自分 も死ぬのか と思 うと恐 い。 ◆授 業前 の 自分 自身 を振 り返 り、授 業 を受け

しか し精一杯生きて、悔 いのない入生 を て 自分 の考 えが どのよ うに変容 したか 自覚

送 ろ うね 。 で きた か。
・今 まで君 は生きてい ることは 当た り前だ (自己評価 を生か した評価)

と思っていたね。で も命 はいつ消えて し ◆ね らい とす る道徳的価値への 自覚が深まっ

ま うかも分か らない ものだか ら大切 に し た か 。

よ う。 (教師の評価)
・た だ何 とな く生 きて い るよね。 で もお 父 ・ワー ク シー トか ら、道 徳 的 価値 の 自覚 の深

さん とお母 さんにもらった大切な命 なん ま りの変容 を見取 る。

だよ。家族 を悲 しませ た りしない よ うに ・価値へ の 自覚 の深 ま りが変容 した児童を意

しっ か り と生 きて い こ うね 。 図的に指名 し、発表 させ ることで、ね らい
・命 の こ とを あま り考 えた こ とな か っ た とす る価値 を他 の児童 に広げ る。

ね。で も命 ってす ごく大切。だか ら簡単

に 「死 ね」 とか言 っ ちゃ ダ メだ よ。

終 4。 相 田みつ をの詩 を読 む。

末
(5)評 価
・生命 のかけがえのな さを知 り、大切 に しよ うとす る心情 が育 ったか。
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5.研 究 の 成 果 と今 後 の 課 題

(1)研 究の成果

①ね らいとする価値にそった実態調 査の工夫 と活用

・質問紙を用 いて、ね らい とす る内容に絞った実態調査 がで きた ので、児童の心の状態が現

在 どの観点にあ るのかについて一人一人 に応 じてつかむ ことがで きた。

・実態調査によ り学級 全体 の傾 向 を、 よ り的確に とらえ ることが できたので、その実態 に合

わせ た発問を精選 しじっ くりと考 え させ る考えるこ とができた。

・実態調査 を行 った ことで、発 問に対す る意図的指名 が効果 的 にでき、指名 された児童 の発

言 によ り他 の児童 も深 まった り広が った りす る ことがで きた。(友 達 の多様 な考 えに対す

る気付 き)

②評価の観点の明確化

・評価 の観点を明確 に した ことは、児童 がね らい とす る価値 に対 して どのよ うに 自覚 してい

るのかを見取 るための窓 口と して有効 であった。

③ 自己の振 り返 りの工夫

○実態調査 とワー クシー トの質問 を同 じに した ことの成果

・実態調査 と授業での ワー クシー トの質問 を同 じにす ることで、児童 自身 が 自分の考えの変

容に気付 くことができた。

・明確 にされ た観点 にそって、後段の ワー クシー トを見取る こ とに よ り、効果的な机間指 導

ができた。

○授 業前の 自分 自身への メッセ ー ジの成果

・ね らい とす る価値 に対す る自分 自身 の 自覚 を客観 的に見 るこ とができ、 自分 自身の変化や

変容 に 自分 自身で気付 くことがで きた。

・自己内対話によ り価値への 自覚 を自分 自身の中で更 に深め るこ とがで きた。

(2)今 後の課題

・内容項 目を しぼって、評価の観点 を設 定 したが、他の内容項 目に も共通す る観点 を開発す

る。

・評価の観点の言葉(「 気付いている」「深 まっている」「広がっ ている」「意欲 をもっている」)

は適切であるか どうかについて、更に検討 してい く。

・高学年分科会では展開後段での振 り返 り部分に評 価 を絞っ て研 究を進 めてきたが、導入や

展 開前段において、児童の様子 を どのよ うに見取 り、評 価 してい くのか研 究を深めてい く。
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